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▲県労福協は５月20日㈮、ホテル　セントヒル長
崎において第34回定期総会を開催し、2016年度の
活動方針を決定した。運動の基調として、①社会運
動と自治体に対する制度・政策要請、②暮らしの総
合支援（ライフサポート）の労福協構成団体との連
携取り組み、③労働団体、福祉事業団体、協同組合
間の連携強化を強め、労働者福祉運動の基盤強化を
はかる、④奨学金の制度改善に向けて、政党や様ざ
まな団体等と連携し実現に向けた取り組み、⑤多重
債務、悪質商法等、消費者運動と連携した取り組
み、⑥県労福協の運動向上（幹事会・各種専門委員
会・研修等の充実）のため、あわせて、地域・職域
で助け合いの機能を発揮し「連帯・協同でつくる安
心・共生の福祉社会」の実現をめざし全体で確認し
た。
▲総会には役員・代議員を含め94名が参加。原田
副会長の開会挨拶で始まり、議長団には梶原代議員
（中連懇）・中島代議員（同盟友愛）を選出した。

▲主催者を代表し森会長は、まず４月に発生した
【熊本地震】に触れ被災者の皆さんの１日も早い復
興を述べた。県労福協・連合長崎の立場から３点に

ついて挨拶をした。１点目に「ストップザ格差社
会、暮らしの底上げに向けた行動について」アベノ
ミクスの経済政策は消費税だけが増税され、社会保
障の充実にほとんど充てられていないこと。２点目
に目前に迫った第４回参議院選挙勝利に向け、「ク
ラシノソコアゲ」という大きな課題を解決するため
にも極めて重要な戦いになる。３点目は労福協活動
について、勤労者の福祉向上に向けた自治体要請行
動と、「ライフサポートセンター」を始めとする暮
らしのサポート事業の前進を強調した。結びに、本
総会を以って勇退される「桝田事務局長」へ８年間
の功績に対して、最大限の賛辞と称賛を送り、労働
環境が厳しい中、労福協並びに福祉事業団体に対す
る支援・協力をお願いし挨拶とした。
▲続いて、長崎県の松本和也産業労働部雇用労政課
長、民進党の宮島大典代表代行、社民党の坂本浩県
連合副代表より挨拶を受けた。

県労福協  第34回定期総会を開催！！
２０１6年度の活動方針等を決定

主催者挨拶する森会長

チャリティゴルフの募金を長崎県障がい者社会
参加推進センターへ寄贈

▲今年度もチャリティゴルフ募金138,000円並びに
書損ハガキを切手に交換し（22,303円）を「長崎県
障がい者社会参加推進センター」へ寄贈した。
▲議案審議では、2015年度活動報告、決算報告、
2016年度活動方針案、予算案など全ての議案が承認

定期総会における森会長挨拶要旨
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▲今回「白川鮎美さん」の講演は、美容業界へ転職
をきっかけに、多方面から人を美しくすることが天
職となり、Ａａｈ（アッシュ）主催のミス・ユニ
バース・ジャパン長崎大会プログラム（ビュウティ
キャンプ）の中で、２年連続長﨑代表が日本代表に
輝くまでの経緯を紹介された。
　女性の美意識向上から始まり【地域や企業を魅力
的にするのは人の魅力】という内容について、外面
（見た目・立ち振る舞い）・内面（感性）精神面
（自分自身を知る）の３面美を磨くことによって魅
力的になる。人が魅力的であることはどんな業界で
も必要であり、見方を変えて学ぶ有意義な講演で
あった。

　第26回定期総会（2008年６月25日開催）に新事
務局長として選任されてから早くも８年が経過し、
年齢も68歳を超え高齢者と呼ばれる歳になりまし
た。この間、労福協に携わり多くの事を学ぶ事がで
きました。特に、2013年度～2014年度の２年間は

された。
▲最後に森田副会長の閉会挨拶で第34回定期総会
を締めくくり、総会を終了した。

白川鮎美氏
【株式会社：Aah（アッシュ）代表取締役】
　　　　　　　 を迎えての記念講演

～内面・外面・精神面を磨き魅力ある人づくり～
魅力的な人がつくる豊かな社会へ

講演される白川鮎美さん

2016年度  長崎県労福協役員
役 職 名 氏　　名 選　出　団　体
会　　　長
副　会　長
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
事務局次長
幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 事
〃

森　　光一
松田　圭治
酒井　　隆
桜井　健一
森田　孝徳
原田　敏春
本田　　稔
松尾　清弘
佐竹　明彦
宮﨑　辰弥
坂本　　浩
塩田　淑文
西平　博之
芳川孝太郎
鴨川　博明
入江　良美
塩入　高志
高井良芳行
吉元　修二
田尻　正行
赤木　　修
大塔　克彦
鉄川　信隆
松村　章嗣
友知　辰次
岩永　尚之
湯浅健太郎
冨永　孝則
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同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
連 合 長 崎
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
長　崎　地区労福協
佐世保　　　〃　　
諌　早　　　〃　　
大　東　　　〃　　
五　島　　　〃　　
北　松　　　〃　　
島　原　　　〃　　
壱　岐　　　〃　　
対　馬　　　〃　　
上五島　　　〃　　
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
全 労 済

退任挨拶する桝田前事務局長

【退任挨拶】
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「九州・沖縄」を含む「南部労福協」の事務局長並
びに中央労福協幹事の役割は、忙しい中にも充実感
と緊張感を持続できた２年間でした。この経験は、
私が想定していた「労福協運動」より福祉運動の裾
野の広さと、己の未熟さを痛烈に感じたものです。
取り組むべき課題が多く、とても２人の専従体制で
は時間と資金が不足し歯がゆい思いもしました。
　任期期間で、残念だったのは、「労働組合・労福
協・ろうきん・全労済・生協」が「労働者自主福祉
運動」の主な担い手としての役割について、「労働
組合の役員・組合員」の皆さんに必ずしも充分に理
解されていないことでした。そのため、労働組合と
ろうきん・全労済・生協との連携強化に向けた取り
組みは欠かせませんでした。次に、生活困窮者が増
え続け、格差は拡大し、将来に夢と希望が持てない
時代になった事です。そのため生活応援の手段とし
て、なんでも相談できる「ライフサポートセン
ター」を設立しましたが、認知度はイマイチです。
専従相談員も配置しており、何でも遠慮なく相談し
て欲しいと願っています。
　この８年間は私にとって、充実した時間と多くの
出会いがあり、これまでとは違った次元の内容につ
いて、多くの事を経験させていただきました。この
ことは、連合長崎をはじめ労福協を構成する役員の
方を中心に、専門部会、地区労福協役員の皆様に支
えていただいた事によって、今日までたどりつくこ
とができました。改めて、この紙面を借りて厚くお
礼を申しあげます。また、隔月発行しました会報
（労福協ニュース）については、あまり面白くもな
い紙面にも関わらず、苦情もなく継続して発行でき
たことは、内容は別としても「良し」としたいと思
います。末尾に、労働組合の組合員拡大、「労働者
自主福祉運動」（ろうきん・全労済・生協）の事業
拡大は、労働者・勤労者にとって「幸せへの」近道
だと信じています。今後も鋭意努力されんことを
願ってお礼に変えます。

前事務局長　「桝田　憲二」

 第34回定期総会において新事務局長として選任い
ただきました「松尾清弘」です。
 永年、労働金庫において労働者自主福祉運動の一
端を担ってきましたが、今回、労働者福祉運動の専
担者としてお世話になる事となりました。取り組む
べき課題が多く厳しい情勢下ではありますが、「労
働者自主福祉運動」（ろうきん・全労済・生協）の
事業拡大・発展の為に渾身の努力を払う所存です。
労福協を構成する会員・事業団体の皆様方の格別の

　諫早地区労福協セミナー（学習会）が2016年５
月18日18：30より諫早市勤労者福祉会館にて開催
されました。
次　第
１．開会　　　　　　　　　　　　　　18：30～
諫早地区労働者福祉協議会

事務局長　　入江　良美
２．主催者あいさつ　　
諫早地区労働者福祉協議会

会　　長　　大木　　豊

３．講演：『奨学金問題の取り組みについて』
講師：長崎県労働者福祉協議会

事務局長　　桝田　憲二【新任挨拶】

ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

諫早地区労福協
  2015年度第１回セミナー（学習会）

松尾です、よろしくお願いします。
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ク イ ズ労福協
第91回

１．九州ろうきんでは2016夏季預金運動を６月１
日㈬～７月31日㈰まで展開しています。夏季預
金運動の名称は、2016夏季「○○○○○○○○
キャンペーン」です。○○○○○○○○に入る８
文字は何でしょうか？
２. ○○○○カフェでは防災グッズや書籍・非常食
などを紹介しています。（ヒント：５ページ）
◎答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・職場名を明

記し県労福協へ送付ください。
◎締切日は７月22日㈮（当日消印有効）
◎当選者10人の方に「お楽しみプレゼント？」を
お送りします。正解者多数の場合は抽選となります。
◎送り先　〒850-0031　長崎市桜町９－６
　　　　　長崎県労福協クイズ係
◎FAX（095）811-6132
◎前月号当選者（敬称略）
石津美智子（大　村）　吉井　悦子（大　村）
冨永　信子（大　村）　川﨑もえみ（大　村）
今山　恵子（大　村）　石丸久美子（大　村）
池田美江子（大　村）　三根　邦子（大　村）
柴田　孝子（大　村）　橋本　暁寛（諫　早）

４．事業団体『2015年度年度末の取り組みと2016
年度の取り組み』
①　労　金　『ろうきん有効な活用について』
九州労働金庫諫早支店

渉外係　　藤岳梨津子

②　全労済　『自然災害に備えて！』
全労済長崎県本部長崎支所

支所長　　金澤　宏和

以上の内容でセミナーを実施しました。
　今回は長崎県労福協　桝田事務局長より講演を受
けましたが、奨学金問題の取り組みについて、参加
者全員が真剣に聞き入っていました。今回の講演２
日後には、５月20日㈮13：30より開催される県労
福協第34回総会第６号議案において退任される、

桝田事務局長におかれましたは８年間にわたり、長
崎県労福協事務局長として労働者福祉協議に関し、
九州地区南部労福協や県下で活躍されてきました。
　退任される２日前にもかかわらず快く引き受けて
いただいた桝田事務局長に深く感謝申し上げます。
　尚、当日の参加者は70名参加でした。ありがと
うございます。諫早地区労福協は今後とも、労働者
福祉強化にむけ学習会等を実施していきますので参
加よろしくお願いいたします。

愛知労福協（岡崎・額田支部）より
活動視察・意見交換に来崎されました！

　５月30日㈪午前10時より、九州労金長崎支店４
階会議室に於いて「長崎県労福協」と「愛知労福協
（岡崎・額田支部）」で活動報告・意見交換会を開
催しました。
　森会長より挨拶を行った後、①長崎県労福協の概
要　②労福協契約店関係　③地区労福協活動等につ
いての説明と、岡崎・額田支部の活動報告をうけ、
意見交換を行いました。
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